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昭37年大会において「各種轜射スト ーブの性能比較」

（上 林・浜田）を発表し ，そ の基礎理論は同年 日本建築

学会「ガス スト ーブの幅射特性について」（上林･木村=ご

新居）におい て示し た。上 記の研究に使用した栢射計に

疑義 を生じ たので今回はまず使用輔射計を検討し，石油

スト ーブを含む 各種幅射型 スト ー ブの 輯射伜 陸を 求 め

た。 なおここに注意を喚起したいことは消費者雑誌Ｋ の

石 油ストーブの性能実験が間違っていることである。

前回使用し た東 京精工製「セイコー輔射表面温度計Ｒ

Ｄｓ型j はカタログ値 にある立体角開口以外からの 轜射

線も受 感することが実験の結果明らかになった。今回は

英弘精機製「ＥＫ ｏ 轜射 計」の受 感部フードを加工し，

受感 立体角を0.035 とし て使用し た。 別図の如 き実験装

置を用い粘 射計の感 度定数を検討し， 製作会社研究室に

おける測定値とほぼ完全に一致することを確 めた。

各種轜射ストーブ の轜射エネルギーの測定法及び計算

理論は，前 回の２報告と全く同様である。

測定 結果 を別表に示 す。 有効な轜射量を示 す指度 とし

て有効 輔射 率（Ｉ）及 び（ｎ）の概念規定をし数 値を求 め

た。粘 射の効率の最もよい器具は赤外線 ランプで， 次い

で電気 ストーブ類である。反 射型石 油 ストーブもかなり

効 率がよく，一般 ガスストーブ が最も低率である。

実 験は主 とし て田中紀 子氏（ 中沢建 築事務所 ）によっ

た。 なお松下電器KK の補助を受 けたことを感謝する。


